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東
京
都
は
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
世

界
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
実
質
ゼ

ロ
に
向
け
て
、「
ゼ
ロ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
東
京

戦
略
」
を
策
定
。
２
０
３
０
年
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
政
策
目
標
（
左
図
参
照
）

を
設
定
し
、
先
進
的
な
環
境
施
策
を
積

極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。 

都
民
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
分
野
に
お

い
て
も
、
新
築
住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電

の
設
置
義
務
化
や
省
エ
ネ
家
電
の
普
及

推
進
な
ど
、
独
自
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
知

り
、
自
身
の
生
活
に
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
あ
な
た
も
脱
炭
素
化
に
貢
献
で
き

ま
す
。

新
築
住
宅
へ
の

太
陽
光
発
電
の
設
置
義
務
化

東
京
都
は
、
２
０
２
５
年
度
か
ら
新

築
す
る
住
宅
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置

を
義
務
化
す
る
条
例
を
全
国
で
初
め
て

制
定
し
ま
し
た
（
２
０
２
２
年
）。
太
陽

光
パ
ネ
ル
設
置
な
ど
に
対
す
る
補
助
の

支
援
も
あ
り
ま
す
。

省
エ
ネ
家
電

買
い
替
え
時
の
ポ
イ
ン
ト
付
与

ま
た
２
０
１
９
年
か
ら
は
、
省
エ
ネ

性
能
の
高
い
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
給

湯
器
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
に
買
い
換
え

た
都
民
に
対
し
て
「
東
京
ゼ
ロ
エ
ミ
ポ

イ
ン
ト
」
を
付
与
し
、
ポ
イ
ン
ト
数
に

応
じ
て
商
品
券
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
割
引
券
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

電
化
製
品
の

省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
の
普
及

冷
蔵
庫
、
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
な
ど
、

電
化
製
品
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
を
表

示
す
る
「
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
」
の
普
及
に

も
、
２
０
０
２
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
全
国
の
自
治

体
に
広
が
り
、
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
の
全
国

統
一
（
２
０
０
６
年
）
へ
と
つ
な
が
り

ま
し
た
。

環境先進都市・東京都の取り組み
地球規模で脱炭素化への動きが加速している中で、
東京都は脱炭素化に熱心な都市として国内外でリー
ダーシップを発揮しています。ここでは、東京都が
取り組む地球温暖化対策について紹介します。

Action 1

東京都の2030年目標

エネルギー消費量の削減
【2000年比】

50%削減
（2030年）

25.4%削減
（2019年度速報値）

温室効果ガスの削減
【2000年比】

50%削減
（2030年）

0.2%削減
（2019年度速報値）

50%削減
（2030年）

再生可能エネルギーに
よる電力利用割合

17.3%程度
（2019年度）

都有施設（知事部局等）
使用電力の再エネ化

100%
（2030年）

7%程度
（2020年度）

100%
非ガソリン化
（2030年）

都内乗用車新車販売

100%
非ガソリン化（2035年）

都内二輪車新車販売
※二輪車については2035年目標

全測定局平均で

10μg/m3 以下
（2030年度）

PM2.5 濃度

全ての測定局で

0.07ppm以下
（2030年度）

光化学オキシダント濃度

食品ロス発生量
【2000年度比】

50%削減
（2030年度）

32.9%削減
（2017年度）

保全地域等での
自然体験活動参加者数

延べ58,000人
（2015-2030年度）

約 延べ21,200人
（2015-2019年度）

家庭と大規模オフィスビル
からの廃プラスチックの
焼却量【2017年度比】

40%削減
（2030年度）

37%
（2030年度）

一般廃棄物のリサイクル率

23.1%削減
（2019年度）

出典：環境先進都市・東京に向けて（2021年11月東京都環境局発行）
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特集
気候変動を考える。
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駒
沢
中
学
校
の
敷
地
内
に
は
、
緑
豊

か
な
天
然
の
低
山
「
タ
ン
チ
山
」
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
山
の
ふ
も
と
に
８
年
ほ

ど
前
に
造
ら
れ
た
の
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

動
植
物
の
生
息
空
間
と
な
る
ビ
オ
ト
ー

プ
。
豊
か
な
植
生
が
二
酸
化
炭
素
を
吸

収
し
、
生
物
多
様
性
を
保
護
す
る
役
割

を
果
た
す
こ
と
か
ら
、
気
候
変
動
緩
和

策
の
一
つ
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
然
か
ら
の
学
び
は
無
限
大

ビ
オ
ト
ー
プ
整
備
に
取
り
組
む
Ｊ
Ｒ

Ｃ
部
部
長
の
田
中
莉
子
さ
ん
は
、「
池
の

中
に
は
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
や
ヤ
ゴ
、
池

の
周
り
に
は
ト
ン
ボ
や
チ
ョ
ウ
な
ど
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
街
中
で
は
見
掛
け

な
い
生
き
物
に
た
く
さ
ん
会
え
て
楽
し

い
で
す
」
と
話
し
、
顧
問
の
内
藤
理
恵

先
生
は
、「
都
会
で
こ
ん
な
に
自
然
が
残

る
環
境
は
貴
重
。
大
型
の
野
鳥
や
タ
ヌ

キ
を
見
掛
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と

続
け
ま
す
。

季
節
ご
と
に
行
う
整
備
の
際
は
外
部

の
指
導
者
を
招
き
、
生
き
物
の
名
前
や

生
態
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、

池
の
岸
を
補
強
し
た
り
、
草
取
り
を
し

た
り
し
ま
す
。「
自
然
な
姿
を
大
切
に
し

て
手
を
入
れ
す
ぎ
な
い
こ
と
と
、
生
き

物
に
と
っ
て
心
地
良
い
環
境
に
す
る
こ

と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」（
内
藤
先
生
）。

整
備
に
参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
自
然

観
察
の
楽
し
さ
に
目
覚
め
、
休
み
時
間

や
放
課
後
に
も
ビ
オ
ト
ー
プ
の
様
子
を

見
に
来
ま
す
。「
周
囲
の
樹
木
や
コ
ケ
に

夢
中
に
な
る
子
も
。
自
然
か
ら
の
学
び

は
、
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
」（
同
）。

自然を愛する心を育むビオトープ整備

世田谷区立駒沢中学校は青少年赤十字（JRC）活動を行うJRC 加盟校であり、
ボランティア活動を行うJRC 部には、100 人以上の部員が在籍しています。
JRC 部が取り組むビオトープ整備について、教えていただきました。

Action 2

青少年赤十字（JRC）加盟校・世田谷区立駒沢中学校

地
球
環
境
と
の

つ
な
が
り
を
体
感

「
こ
の
風
景
が
大
好
き
」
と
微
笑
む
田

中
さ
ん
。「
後
輩
に
も
ず
っ
と
整
備
を
続

け
て
も
ら
い
、
た
く
さ
ん
の
生
き
物
を

守
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
熱
心

に
話
し
、
内
藤
先
生
は
「
ビ
オ
ト
ー
プ

の
思
い
出
が
、
自
然
を
尊
重
す
る
生
き

方
に
つ
な
が
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
期
待

を
込
め
ま
す
。

ま
た
、
同
校
で
は
昨
年
か
ら
屋
上
に

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
取
り
付
け
、
太
陽

光
発
電
を
始
め
ま
し
た
。「
天
気
が
良
け

れ
ば
、
校
内
で
使
う
電
気
を
ほ
と
ん
ど

太
陽
光
で
ま
か
な
え
ま
す
。
生
徒
も
一

緒
に
発
電
状
況
を
見
守
る
こ
と
で
、
自

然
の
力
を
体
感
し
て
欲
し
い
で
す
ね
」（
内

藤
先
生
）。

自
然
の
尊
さ
や
力
を
体
感
す
る
こ
と

は
、
気
候
変
動
対
策
へ
の
意
識
を
深
め

る
機
会
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
積
極

的
に
自
然
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

JRC 部 部長／
３年

田中 莉子さん

JRC 部顧問／
指導教諭／理科担当

内藤 理恵先生

児童・生徒が日常生活
の中での実践活動を
通じて、地域や世界の
人々の平和や人類の福
祉に貢献できるよう、
学校教育の中で展開す
る活動。

ビオトープ整備の様子。オタマジャクシが大量に育っていたり、
水草が増えていたり、季節ごとの変化に気が付くのも楽しい

校庭から眺めたタンチ山。地域の人が通れる遊歩道も設けら
れており、近所の保育園のお散歩コースになっているそう

青少年赤十字
（JRC）とは

お話を聞いた方
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